
大阪市地域振興会50周年 大阪市赤十字奉仕団75周年

　東成区は令和7年4月1日をもちまして、区創設100周年
を迎えました。
　現在の東成区は24区の中では2番目に面積の小さな区
ですが、大正14年、1925年の創設当初は現在の旭区から
生野区までを含む、大阪市東部の大きな区域でした。その
後、人口の増加とともに、旭区、城東区、生野区として分区と
なりました。
　また区の名前も古代から使われ続けてきた旧東成郡の呼
び名を今に継承しております。
　大阪から奈良、伊勢神宮へ続く「暗越奈良街道（くらがり
ごえならかいどう）」が区域を通っており、古くから人々の行
き来が盛んなところでした。区内の深江地区では自生して
いる菅（すげ）を使って菅笠づくりが盛んで、街道筋の人々
に供されており、現在も伊勢神宮の式年遷宮や皇室の大嘗
祭に献納される伝統の工芸品となっております。昭和期に

入っては、大勢の落語家さんたちが区内の片江地区に住ま
いをいたし、活動をしていました。上方落語の現在の隆盛の
きっかけとなりました。
　現在の東成区は古くからの住宅地のほかに、市内中心部
への交通の便が良いことから新しいマンションも建設され
ています。また区内東部を中心に製造業の工場が立ち並ぶ
「モノづくり」の町ともなっております。
　そんな新旧の魅力が混在する東成区の中で、わたくしど
も東成区地域振興会は11連合、149の町会から構成され
ています。「やさしさを地域に広げて町づくり」「ふれあい運
動 あいさつを大切にしましょう」を合言葉に、夏まつり、区民
まつりへの参加、安心安全な地域づくりをめざした防災訓
練、災害時の義援金募集活動などを行い、人情味豊かで連
帯感あふれるまちづくり、心のふれあうコミュニティづくりに
取り組んでおります。

東成区と地域振興会・赤十字奉仕団の紹介　　

DATA東成区
●面　積／4.54km2 
●世　帯／51,495世帯
●人　口／88,854人

●男　性／41,711人
●女　性／47,143人

●区の花／バラ・パンジー
　「東成区の花」制定委員会が結成され区民募集を行ったところ、「バラ」「パンジー」の応募が
　圧倒的多数であったため区の花に採用されました。（2025年9月1日現在）

● 東小橋連合振興町会　　● 大成連合振興町会　　　● 今里連合振興町会　

● 中道連合振興町会　　　● 北中道連合振興町会　　● 中本連合振興町会

● 東中本連合振興町会　　● 神路連合振興町会　　　● 深江連合振興町会

● 片江連合振興町会　　　● 宝栄連合振興町会

■東成区地域振興会を構成する11連合

　昭和51年に第1回を開催して以来、令和7年度で第47回

を数えます。各11連合が工夫を凝らして出展しています。地

車パレード、ステージでのキッズダンスや空手演技の披露な

ど、60にのぼるテントの出展などで毎年盛り上がっておりま

す。令和7年度は東成区100周年記念の冠を付けて盛大に

開催いたしました。

　毎年10月の第３日曜日に11連合からそれぞれ広域避難場

所である大阪城公園をめざして徒歩で向かい、災害時の避難

ルートの確認をします。集合場所の野外音楽堂では11連合町

会長が出迎え、ミニコンサートと合唱のイベントのあと、昼食後

はニュースポーツの体験など、秋の一日を災害避難と地域の

ふれあいをテーマに楽しみます。

■区民体育祭

■連長会

■町会長研修会・懇親会

■東成区100周年

　毎月第３木曜日に東成区民センターに各連合町会長、区女

性会長、地活協会長が集まり、11連合の近況報告、区役所な

ど区内関係官公署との情報共有を行っております。

　例年2月に町会長・女性部長が一堂に集まって研修会と懇
親会を開催しています。懇親会では町会役員の永年勤続者表

彰も行い永年の町会への労をねぎらっております。

　令和7年度の東成区100周年にあたり、東成区地域振興会

も東成区100周年記念事業実行委員会に構成団体として加

わり、“ひがしなり、100年の歩みと羽ばたく未来”、

“区民みずからの手でつくる記念事業”をキャッチフレーズに

企画から運営に携わってまいりました。

  6月15日／記念式典・４中学校吹奏楽部演奏会・ひがしなり合唱祭＆ぞうれっしゃがやってきた

10月19日／東成区文化と歴史を語る落語会

11月1日／東成福祉まつり「ふれあい広場」

11月23日／東成区民まつり

12月20日／百年一首かるた大会

おもな記念イベント

区民体育祭

東成区民まつり

東成区懇親会

■区民まつり
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